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お客さまに喜んでいただけた時が、
何ものにも代え難い瞬間です。
エレベーターから降りると眼下に広がる大阪の街。そんな見
晴しのいいフロアでゲストを迎えるのが、外国語学部一期生、
前野愛子さんです。インターコンチネンタルホテル大阪の20階
で、フロントでのチェックイン・チェックアウトの手続きをはじめ、
VIPの接客、ホテルの施設や観光案内など、ゲストに快適な空間
と時間を提供するゲストリレーションズ業務に従事しています。
前野さんは「じっと机に向かう仕事より語学を生かし、たくさん
の人たちとコミュニケーションを取る仕事に就きたい」との思いか
ら、外資系で海外からのゲストも多いインターコンチネンタルホ
テル大阪に入社しました。今の部署の前に配属されていたクラブ
ラウンジではゲストだけでなく、スタッフ同士のコミュニケーショ
ンも重要で、チームワークで「快適」を作り出す達成感を感じたそ
うです。目標は「格式の高いラグジュアリーホテルにふさわしい最
高のサービス」。決して一律ではないお客さまの要望に的確に応
えるため、「日々勉強です。先輩方の応対も参考にして、お客さま
が心から喜んでくださるように心掛けています」と語ります。
ホテルに就職を希望する関大生に伝えたいことは、「学生時代
はできるだけいろいろな経験をしてほしい。私自身は留学が一番
の思い出ですが、旅行も遊びも読書も、したいことは何でも積極
的にしてください。経験値を上げることでお客さまとの話題も豊
富になります。自分で経験したことが後々生きてくると思います」
と素敵な笑顔で話してくれました。

スタッフ間のコミュニケーションツール、トランシーバーと入社以来ずっ
と使っている年季の入ったメモとペン。

ゲストリレーションズ
外資系ホテル業界／

「教育人類学」を柱に、広い意味での教育を学ぶ

山ノ内裕子准教授が提示した20冊余りの本の中から学生たちが自身で吟味し、テ
キストを選ぶことがこのゼミの始まりでした。文化人類学とは、調査対象である社会や
集団の中に入り、共に行動する「参与観察」を通して、人々の行動や思考、慣習につい
て研究する学問です。この授業では、文化人類学の中でも、特に教育を研究対象とす
る「教育人類学」を学びます。学生たちはテキストやフィールドワークの中で「異文化」
と出会い、自らの価値観を相対化し、複眼的なものの見方を身に付けていきます。
着任当時は学生に対して細かい指導をしていたという山ノ内准教授ですが、現在

はできるだけ学生の自主性に任せるという形をとっているそうです。前述のゼミで使
うテキスト選びも、フィールドワークを兼ねた合宿の内容も、学生が選択権を持ってい
るとのこと。「教員からの働き掛けで動くのではなく、自分で気付き、考え、行動するこ
とが大事」だと先生は言います。そういう学習方法を通じ、相手の立場に立って物事を
考えられるようになると、自分たちの文化や受けてきた教育を振り返り、異文化や他
者を知ることができる。そして今まで「当然」のこととして受け止めていた文化や教育
観を自分なりに解釈し、正しい批判をするまでに成長するそうです。あくまで学生の自
主性を重んじ、自由に発言、発表できるこのゼミ。内容はもちろんのこと、先生の人柄
やその考え方に魅力を感じて受講する学生が多いというのにもうなずけます。
在日外国人の教育、異文化の理解、フィールドワークでの体験を伴った学び。このゼ

ミが目指すのは広い意味での教育、そして幅広い分野で人類学を学ぶ、ということな
のです。

文学部

「教育文化専修ゼミ3」
山ノ内裕子 准教授

視力障がいのある私の夢は、普通校の英語教諭。人間は
どうしても自分と違う部分を持つ人を遠ざけてしまいが
ちなので、身近に障がい者がいること自体が、きっと一つ
の教育になるのでは、と思っているからです。

田渕ふづきさん（3年次生）

山ノ内先生の持つ、学生との程よい距離感とバランスが
大好き。何よりも先生の魅力が、ゼミを選んだ一番の理由
でした。予習が必要なこのゼミは大変ですが、「異文化理
解」は新しいことをしている実感があり新鮮です。

高嶋田晃平さん（3年次生）

さまざまな視点から教育、文化を考えてみる。物事を立場や角度を変えて眺めることから、
多様性を尊重する人間の育成を目指します。

ある1日の
スケジュール

学生には、多くの人と出会い、さま
ざまな価値観やものの見方を学ぶ
ことで、多様性を尊重できる人に
なってほしい。だからこそ、ゼミに
はどんな人でも来てほしい、と思い
ます。いろんな個性の人が集まっ
て、意見を交わすことで、いろんな
考え方や物の見方を知った方が楽
しいし、勉強になるはずですから。

文学部
山ノ内裕子 准教授
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